
グローバルな      
データセンター環境の変革
インテル IT部門は、データセンターの効率化と大幅なコスト削減を実現するため、8年間
にわたるグローバルなデータセンター環境の変革に向けた全社規模の戦略に取り組んで
います。この戦略では、標準化、使用率の向上、データセンター数の削減に焦点が当てら
れています。そして、データセンターの統合、サーバー更新期間の短縮とともに、グリッド・
コンピューティング、仮想化、電力効率の高いコンピューティングの導入を進める予定で
す。また、ストレージ、ネットワーキング、サポートサービス、ITガバナンスの最適化も進め
ています。この戦略の最終的な目標は、半導体工場と同じようにデータセンター環境を運
用し、工場に劣らない高度な効率性とビジネス要件への応答性を実現することです。プロ
グラム全体では、10億米ドル以上のコスト削減を達成できる見込みです。
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エグゼクティブ・サマリー
インテル IT部門は、効率性、ビジネス応答性の向上、大幅なコスト削減を実現する
ため、8年間にわたるグローバルなデータセンター環境の変革に向けた、全社規模
の戦略に取り組んでいます。この戦略では、仮想化、標準化、プロセスの改善によっ
て、約 10億米ドルの名目コスト（5億 5000万～ 6億 5000万米ドルの正味現在
価値）の削減を達成できる見込みです。この戦略の目標は、半導体工場と同じように
データセンター環境を運用し、工場に劣らない高度な効率性とビジネス要件への応
答性を実現することです。

この戦略では、標準化、コンピューター使用率の向上、データセンター数の削減に
焦点が当てられます。具体的な取り組みを以下に示します。

•  データセンターの統合。効率性に優れた少数の大規模なハブ・データセンターに
コンピューティング・リソースを集中し、そのほかのローカル・データセンターを閉
鎖する。

•  サーバー更新期間の短縮と、グリッド・コンピューティングとサーバー仮想化の導
入による使用率の向上、ストレージとネットワーキングの最適化を目指す。

•  サーバー /ストレージ・プラットフォームのリファレンス・デザイン数の削減など、戦
略的で長期的な計画手法を使用し、プロセスと設計仕様を標準化する。

•  電力効率の高いサーバーと省電力型のデータセンター設計によるグリーン ITと、
業界イニシアチブへの取り組みを進める。

グリッド・コンピューティング、サーバー・コンソリデーション、データセンターの統
合、長期的なプランニングなどの領域では、すでに成果は現れ始めています。仮想化
とグリッド・コンピューティングの採用により、物理的、地理的、組織的な障壁を超え
てサーバーを共有できるようになりました。その結果、消費電力の削減と使用率の向
上が実現し、2007年には 3000万米ドル以上のコスト削減につながっています。

2006年以来、サーバー使用率は 11%向上しました。2008年には約 7700万米
ドルのコストを削減できる見込みです。

この戦略の最終的な目標は、半導体工場と同じようにデータセンター環境を運用し、
工場に劣らない高度な効率性とビジネス要件への応答性を実現することです。

目標は、半導体工場と
同じようにデータセンター環境
を運用し、工場に劣らない
高度な効率性とビジネス要件
への応答性を実現する
ことです。
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ビジネス課題
インテルの半導体工場は、大量生産を可能にするために高度に最適化された、効率
性の高い大規模な施設です。「Copy Exact ly （完璧な複製）」戦略により、すべて
の工場にほぼ同一のプロセスを迅速に導入でき、日々変化するビジネス要件にも新
しい工場の稼動や工場間での生産移転によって迅速に対応できます。

インテル IT部門では、データセンター環境全体に
おいても、工場に劣らない高度な効率性、規模の
経済性、ビジネス応答性の実現を目指しています。

インテルの世界規模のコンピューティング環境に
は、24万以上のネットワーク・ノードが含まれ、毎
月平均 1億 3700万通の電子メールと 166テ
ラバイトのWANトラフィックが伝送されています。
インテルのデータセンターは、こうした巨大なコン
ピューティング環境の中核となる施設です。

ビジネス要件の急速な増大に伴い、データセン
ター・リソースへの需要も増大しています。既存
のサーバーリソースの大半を占める半導体設計
に必要なサーバーの処理能力は、年間で 15～
23%増加する見込みです。ストレージ容量は、年
間で平均 40%以上増加しています。エンタープ
ライズ・アプリケーション、オフィス・アプリケー
ション、製造アプリケーションに必要なサーバー
の処理能力も増大し続けています。

インテルのデータセンターはこれまでも社内の要
求に効果的に対応してきましたが、環境全体とし
てのデータセンターの容量および投資計画にお
いて、包括的かつ長期的な戦略が欠けていまし
た。インテルのデータセンターは、主に企業買収
によって拡大してきたため、次に示すような状況
となっています。

•  データセンターの数は 130にまで増加し、31

カ国の 74拠点に分散しました。これらのデータ
センターの多くは小規模な施設ですが、IT部門
の経験から、さらにコストの効率性に優れた、高
密度で大規模なデータセンターの構築が可能
であることが分かっています。

•  多くのデータセンターは、冷却能力、消費電
力、設置面積の制約に直面しています。これら
の制約により、予測不可能な問題に対してはし
ばしば急場しのぎの解決策が実行されてきま
した（冷却システムや無停電電源装置（UPS）
の増強など）。しかし、大半の場合、このような

対策は戦略的な長期投資よりも多くのコスト
がかかります。

•  インテルのコンピューティング・アプリケー
ションの主要領域は、設計（D）、オフィス（O）、
製造（M）、エンタープライズ（E）の 4つです
（「DOME」）。これらの領域は、互いに独立した
縦割り型で運用されるため、複数のコンピュー
ティング領域間でのリソースの柔軟な共有と配
分が難しくなっています。例えば、多くのデータ
センターは、設計コンピューティング専用の施設
です。

•  ストレージ使用率は約 50%にとどまっています
が、これは主にストレージが事業部やアプリケー
ションごとに独立して管理されているためです。
また、ストレージのライフサイクル管理も行われ
ていません。ライフサイクル管理を導入し、利用
率の低いデータや重要度の低いデータを低コス
トのメディアに移動することで、コストの削減が
図れます。

•  各事業部からの明確で一貫性のある需要シグ
ナルが得られないため、データセンター容量の
計画が困難です。

•  従来は、アプリケーションの要件を満たすため
に、各事業部がコンピューティング・プラット
フォームのリファレンス・デザイン（ハードウェア、
オペレーティング・システム、アプリケーションの
構成）を独自に作成してきました。その結果、現
在では 300種類を超えるリファレンス・デザイン
が存在します。

インテルは、データセンターの投資と容量を管理
するための長期的、戦略的な計画の必要性を認
識しました。目標は、半導体工場と同じようにデー
タセンターを運用することであり、大規模で効率
的なデータセンターへのコンピューティング・リ
ソースの集中、環境全体への効率的な戦略とプ
ロセスの導入、ビジネス要件へのさらに迅速かつ
柔軟な対応を推進します。この戦略により、大幅
なコスト削減をもたらすことが期待されています。
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戦  略
2006年、インテル IT部門は、データセンターの長期計画の策定にあたる世界的な
チームを発足させました。目標は、8年間でデータセンター環境の大きな変革と効
率化を達成することです。この構想では、仮想化、標準化、プロセスの改善により、約
10億米ドルの名目コスト（5億 5000万～ 6億 5000万米ドルの正味現在コスト）
の削減を達成できる見込みです。

IT部門では、以下の3つの幅広い戦略を採用します。

標準化。コンピューティング・リソースを効率的に
利用できる標準プロセスを導入し、設計作業など
のビジネスプロセスのスループットを向上させま
す。使用率データ、インベントリー情報、予測デー
タの統合により、ジャストインタイムの調達が可能
になり、リソースの導入からフル稼動までの時間
を短縮できます。

コンピューター使用率の向上。グリッド・コンピュー
ティング手法の採用により、グローバルな設計チー
ムは、コンピューティング・リソースの共通プールを
個々のプロジェクトに適用できます。また、仮想化ソ
フトウェアを使用して、エンタープライズ・サーバー
とオフィスサーバーの統合を進めます。これらの手
法により、サーバー使用率の向上とコスト削減が
実現され、ビジネスプロセスの迅速化も可能になり
ます。こうした変革の促進とさらなるコスト削減の
ため、サーバーの更新期間を短縮します。

データセンター数の削減。少数の大規模ハブ・
データセンターを戦略的に配置し、そこにコン
ピューティング・リソースを集中することで、コスト
の削減と柔軟性の向上を図ります。現行のデータ
センターを頻繁にアップグレードするのではなく、
高密度、高効率のデータセンターに投資を集中さ
せる一方で、ローカル・データセンターを可能な
限り廃止する予定です。

これらの戦略により、データセンター、サーバー、
ストレージなどの主要な物理的資産の利用効率
の向上とコストの削減を実現します。図 1に示す
ように、これらの資産は、インテルの運用コストの
中で大きな割合を占めています。

別の専門チームが、設計アプリケーションの効率
化を担当しています。また IT部門では、ガバナン
ス、データ品質、サポートサービスなど、環境全

体にわたるプロセスと標準の改善にも取り組ん
でいます。

この構想では、大きなコスト削減効果が期待でき
る以下の領域に焦点を当てます。

•  サーバー更新期間の短縮

•  ハブ拠点との購入活動の調整

•  サーバーの統合と仮想化

•  ストレージの最適化

IT部門では、データセンター閉鎖のスケジュール
も作成する予定です。それに続いて、対話型ワーク
フロー・モデル、階層型サービス、コストの透明性、
ビジネス継続性（BC）と災害復旧、仮想化の利用
モデルへと、改革の対象を広げていく予定です。

データセンター施設
インテルではこれまで、すべての拠点につき 1つ
以上のデータセンターを配置してきました。こうし
たデータセンターの大半は小規模な施設です。
図 2に示すように、非製造アプリケーションをサ
ポートするデータセンターの約 30%は、占有面
積 1000平方フィート（90m2）未満です。

インテルは、これらの小規模な施設よりもはるか
に効率的でコスト効果の高い、高密度で空冷式
の中規模～大規模データセンターを数カ所建設
しました。空冷式データセンターの設計に、革新
性と既知の最適手法を組み合わせることにより、
ほかのデータセンターの設計より低い資本コスト
と運用コストを達成しました。電力密度は 1キャ
ビネット当たり15キロワット、熱密度はサーバー
ルーム面積 1平方フィート当たり500ワット（5.5

キロワット /m2）以上に達しています。このモデル
には、将来的にさらに 2倍の熱密度を達成できる
可能性があります。
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このような効率化が可能な大規模ハブ・データセンターを戦略的に
配置し、そこにコンピューティング・リソースを集中させる予定です。
最小限のデータセンターにリソースを統合し、最大限の効率を実現
することが目標です。その結果、インテルのデータセンター総数は少
なくとも50%以上削減され、データセンターが併設されない拠点が
増加します。

ローカル・データセンターを閉鎖した後のスペースは、ラボ、オフィ
ス、その他の施設として再利用できます。ローカル・データセンター
が不要になれば、新しい拠点を賃借または建設する際に、より柔軟な
立地選択が可能になり、さらなるコスト削減につながります。

一部のローカル・データセンターはしばらくの間残されます。例えば、
工場の生産には遅れが許されないため、重要な自動化アプリケー
ションを稼動するローカル・データセンターが必要です。そのほかの
一部非製造拠点でも、同じような理由でローカル・データセンターが
必要な場合があります。

インテルでは、8カ所のハブ・データセンターによって、上記拠点以外
のすべての拠点のニーズを満たせると考えています。最適な応答時
間を確保するため、米州、欧州・中東、アジア太平洋の主要 3地域そ
れぞれにデータセンターが配置されます（図 3参照）。各データセン
ターは、DOMEコンピューティング領域のすべてをサポートできます。
ただし、各地域のデータセンターのワークロードの配分は、地域の需
要に従って調整されます。

ハブ以外のデータセンターを閉鎖し、ハブ・データセンターを高密度
対応の設計にすることで、2010年までにデータセンターの合計設
置面積は 458,000平方フィート（41,220m2）から330,000平方
フィート（29,700m2）に縮小されます。その後 3～ 4年で、設置面
積はさらに削減される見込みです。

また、IT機器への投資をこれらのハブに集中することで、さらに財務
上の利益が得られる見込みです。ハブはユーティリティー・コストや
消費税率の低い地域に戦略的に配置されるため、サーバーなどの機
器の総保有コスト（TCO）も大幅に削減できます。

図 1. 現在の環境におけるコストの内訳
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図 2. 現在の規模別のデータセンター数（製造データセンターを除く）
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IT部門の戦略により、この TCOの削減効果を享
受することができます。サーバーを追加または更
新する際は、ハブ以外の拠点をアップグレードす
るのではなく、高密度のハブに新しいシステムを
設置します。

戦略的なハブへのリソース統合とともに、サー
バーやストレージなどの主要重点領域で標準化
を推進していきます。

サーバー
サーバー戦略の大きな変更によって、効率の向
上、コストの削減、消費電力の削減を実現する
予定です。主なサーバー戦略は、更新期間の短
縮、統合と仮想化、リファレンス・デザインの標準
化です。

サーバー更新期間の短縮
従来は、サーバーの耐用期間を最大限に延ば
すことを重視していました。多くの企業と同じよう
に、インテルもサーバーを4年で減価償却してい
ますが、完全に償却された後も、通常はサーバー
を交換せずに使い続けていました。しかし、当初
の意図に反して、この運用法では TCOの増大を
招きます。古いマシンでは運用効率が低下し、頻
繁な保守作業が必要になるためです。

IT部門では、こうした方針を変更し、完全に償却
されたサーバーの 100%をただちに更新する予
定です。サーバーの更新により、電力効率が高く、
コスト効率に優れたマルチコア インテル® Xeon®

プロセッサー・ベースのサーバーへの移行が促
進されます。

ハブ
ハブ

ハブ

ハブ

ハブ

ハブ

ハブ

米州地域 欧州・中東地域 アジア太平洋地域

ハブ

図 3. 戦略的なハブ・データセンター
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サーバーの更新は、統合と仮想化による効率化に
も効果的です。

財務上のメリットがあると判断した場合、4年以内
にサーバーを更新することもあります。例えば、電
力および面積面の制約に直面している主要なデー
タセンターでは、既存のサーバーをクアッドコア 

インテル® Xeon®プロセッサー・ベースの新しいシ
ステムで置き換えました。新しいサーバーは既存
のサーバーより高性能で消費電力が少ないため、
新しい施設に投資することなく、処理能力を拡充で
きます。その結果、コストは、新しい施設を建設また
は賃借するよりもはるかに低く抑えられました。

リファレンス・デザイン
従来は、それぞれのインテル事業部が、独自の要
件やアプリケーションに合わせてリファレンス・サー
バー構成を設計してきました。こうした慣習が続い
た結果、インテルの環境には、現在 300種類以上
のリファレンス・プラットフォームが存在します。IT

部門では、これらのプラットフォームを標準化し、約
25種類までに減らす予定です。プラットフォーム
数の削減により、各プラットフォーム上でさまざま
なアプリケーションをホスティングするなど、効率
の向上を実現できます。また、統合と仮想化によっ
て、各サーバー上でより多くのアプリケーションを
稼動できるようになります。これにより、使用率の
向上とコストの削減が実現され、アプリケーション
の新しいインスタンスの提供に要する時間も短縮
される見込みです。

統合と仮想化
仮想化ソフトウェアを使用して、エンタープライ
ズ /オフィス・コンピューティング・サーバーの統合
を進めています。旧型サーバー 15～ 20台分の
ワークロードを、クアッドコア インテル® Xeon®プロ
セッサー・ベースの新しい仮想化ホストサーバー
1台分の仮想マシンに統合する予定です。この統
合により、使用率の向上、コストと消費電力のさら
なる削減が実現されます。また、アプリケーション
の新しいインスタンスの提供がより迅速に行える
ようになり、ビジネス要件への迅速な対応が可能
になります。

設計のための    
グリッド・コンピューティング
従来、インテルの半導体設計グループでは、主と
して設計コンピューティング専用ローカル・デー

タセンターのサーバーを利用してきました。各設
計グループは、設計プロジェクトに必要な処理能
力の増大に対応するため、ピーク時の需要に合
わせローカル・データセンターの処理能力を拡
充してきました。しかし、サーバーの使用状況は
時期によって変動するため、需要のピーク時以外
は、ローカルサーバーの多くが低い使用率にとど
まります。こうした十分に活用されない処理能力
は、世界全体では膨大な量に達します。

IT 部門は、標準に基づくグリッド・コンピュー
ティング手法によって、この問題に対処していま
す。この手法により、設計チームは、リモート・デー
タセンターに置かれたアイドル状態のサーバー
を利用できます。さらに、インテルのグローバルな
コンピューティング・リソースを個々のプロジェクト
に適用することも可能となります。こうしたリソー
スの使用により、全体的なサーバー使用率が向
上し、需要の変動が平準化されるため、処理能力
の増強が不要になり、コストの削減につながりま
す。また、設計作業の時間も短縮されます。

この戦略の目標は、オープンなサービス指向アー
キテクチャー（SOA）規格に基づく手法を使用し
て、高度に自動化された透明性の高い方法でリ
モートリソースを利用できるようにすることです。
設計チームは、物理的な場所を気にせずに、どこ
からでもコンピューティング・リソースを利用でき
なければなりません。

グリッド・コンピューティング手法のメリットがすべ
ての設計活動に及ぶわけではありませんが、コン
ピューティング・サイクル全体の約 50%、バッチ
需要の 70%には効果が期待されます。

グリッド・コンピューティング戦略は、広範囲にわ
たるデータセンター効率化プログラムにとって不
可欠な要素です。拠点に依存する必要がなくなる
ため、データセンターの統合が可能になります。
この戦略の目標は、使用率を 55%から 80%以
上にまで高めることです。

ストレージ
これまで、ストレージの大半は、特定の事業部また
はアプリケーション用としてそれぞれ独立して管理
されてきました。その結果、ストレージの平均使用
率は約 50%という低い水準にとどまっています。
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ストレージ使用率の向上は、優先順位の高い課題
の 1つです。必要なストレージ容量が年間 40%

以上も増大している領域も存在します。図 1に示す
ように、ストレージはインテルの環境の運用コスト
全体の大きな部分を占めています。

目標は、現在約 50%の使用率を、ストレージ・エリ
ア・ネットワーク（SAN）では 90%、ネットワーク接
続型ストレージ（NAS）では 70%にまで引き上げ
ることです。これらの目標を達成するために、いくつ
かの手法に対する投資が行われています。

階層型ストレージと   
情報ライフサイクル管理（ILM）
階層型ストレージと情報ライフサイクル管理（ILM）
は、重要度の低いデータを低コストのメディアに
移動して、ストレージの平均単価を削減する手法
です。ILMとそれに関連する手法を使用して、古
いデータをより迅速に保管または消去することで、
ネットワークに接続されたストレージ容量のさらな
る削減も予定しています。こうした戦略により、ディ
スク容量が速やかに解放され、再利用可能になる
ため、ストレージ追加購入の必要性を減らせます。

セルフサービス・プロビジョニング
自動化されたストレージ・プロビジョニング・ツール
により、ユーザーにディスク・パーティションを割り
当てる際に必要なオーバーヘッド時間とサイクル
時間が短縮されます。ユーザーは、このツールによ
り、希望するストレージ容量と使用期間を指定しま
す。そして、その要求が ITポリシーで指定された基
準を満たしていれば、要求したディスク容量がその
ユーザーに割り当てられます。さらに、指定した使
用期間が終了すると、ユーザーは自分のストレージ
がまもなく消去されるという通知を受け取ります。
その後、ツールはそのディスク容量を取り戻し、他
のユーザーが利用できる状態にします。この機能
は、ILMと同様に、参照されていない不要なデータ
を選別するものであり、全体的なストレージ需要の
削減につながります。

シン・プロビジョニング
シン・プロビジョニングは、論理ボリュームが作成
された時点ではなく、データが書き込まれるときに
のみ、物理的ディスク容量を割り当てる機能です。
これにより、未使用のディスク容量が減少し、既
存のストレージを効率的に利用できるようになり、
ストレージ追加購入の必要性も低減されます。ま
た、この手法では、アプリケーション所有者の推測
に頼るのではなく、使用状況データとトレンドに基
づいてストレージの予測とプロビジョニングが行
われます。最終的には、ストレージを購入して環境
内で構成するのに必要な時間に基づいたセーフ
ティー・バッファーを利用して管理することが期待
されます。

スケールアウト・ストレージ
これまで、一部のアプリケーションで要求される
高性能を得るには、比較的高コストの大規模なス
トレージ・ソリューションが必要でした。しかし現
在では、大規模なシステムを購入しなくても高性
能が得られるソリューションが存在しています。こ
れらのソリューションを利用することで、設計コン
ピューティング用ストレージのコスト削減が可能
になります。

ネットワーク
IT部門では、データセンターの統合とともに、ネット
ワーク構成の標準化を推進しています。標準化は、
物理的インターコネクト、ケーブル配線規格、物理
的 /論理的ネットワーク・トポロジーが対象になり
ます。

コンピューティング効率の向上の結果、LANコスト
の大幅な削減が期待されます。例えば、サーバー
の統合によってネットワーク・ポート数が削減され
れば、必要なネットワーク・コンポーネント数が減
り、コスト削減につながります。

ローカル・データセンターから戦略的ハブにコン
ピューティング・リソースを移行するにつれて、多く
のアプリケーションのサービスレベル契約（SLA）
を維持するためにより大きな帯域幅が必要となり、
その結果、WAN投資の増額が必要になります。
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しかし、WAN最適化テクノロジーの利用により、
必要な投資額は最小限に抑えられる見込みで
す。ラボテストと実稼動テストの結果、WAN最適
化ツールが WANの負荷の軽減に極めて効果的
であり、送信されるファイルサイズは約 99%も縮
小され、データ転送が大幅に高速化されることが
わかっています。1

自動化と管理機能
一貫性のある管理機能と自動化されたサービス
を開発し、環境全体に導入することで、複雑性と
コストの削減の大きな機会が得られます。

IT部門では、データセンター施設からアプリケー
ション層まで、コンピューティング環境のあらゆる
要素を包括する堅牢なモニタリング / 管理フレー
ムワークの統合に取り組んでいます。効果的な
意思決定のためには、各領域からの同じ形式の
データ提供が必要です。同様に、サーバー、スト
レージ、ネットワーク、施設までを対象とするイベン
ト相関分析と影響緩和機能の強化によって、管
理効率の向上が期待されます。

さまざまなビジネス部門とアプリケーション所有
者が一貫性のある管理機能を採用すれば、さら
に大きなメリットが得られます。IT 部門では、企
業全体での管理ツール数の削減にも取り組んで
おり、現在使用されている数十種類のツールを、
管理しやすい少数のツールセットに置き換えてい
く予定です。

1  D. Verall、D. Wescott、Lilin Xie共著『Optimizing WAN 

Performance for the Global Enterprise』。http://www. 

intel.com/it/pdf/optimizing-wan-performance.pdf 

［英語：PDF形式］

電力効率
電力効率は、インテル IT部門が重視している主
要領域の 1つです。IT部門では、以下の手法に
よって、データセンターの消費電力とCO2排出量
の削減に取り組んでいます。

電力効率の高いサーバー
サーバーの更新期間短縮の主なメリットとして、
サーバーの電力効率の向上が挙げられます。こ
れはインテルの全社的なサーバー戦略上の重要
課題です。マルチコア インテル® Xeon®プロセッ
サー・ベースの新しいサーバーは、既存のシス
テムよりもはるかに電力効率に優れており、消費
電力とコストを最小限に抑えるために大きな役割
を果たします。また、新しいサーバーを導入する
ことで、全体的な消費電力を増やさずに処理能力
を増強できるため、電力制約の厳しいデータセン
ターには大きなメリットとなります。

データセンターの冷却技術
IT部門では、イノベーションと既知の最適手法を
組み合わせて、実装密度の高いデータセンターに
最適な電力効率に優れた冷却技術を開発してき
ました。

例えば、データセンター熱回収システムの設計も
その１つで、これは、インテルで初めて計画された
「グリーン」ビルディングにとって極めて重要な
役割を果たしています。このシステムは、熱回収冷
却機を使用して、建物のデータセンター内でサー
バーから発生した熱を回収し、冬季のオフィス暖
房や通年の温水供給に再利用するものです。この
システムにより、建物の暖房用にボイラーを増設
する必要がなくなります。こうした取り組みによっ
て、省エネルギー化、グリーン認証取得に向けたポ
イントの蓄積、年間数十万米ドルのコスト削減が
可能になる見込みです。

これ以外にも、「フリー冷却」機能を提供するウェッ
トサイド・エコノマイザーなど、多くの省エネルギー
技術を各地のデータセンターで採用しています。
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業界イニシアチブ
インテルは、業界の研究グループや技術開発グ
ループへの参加を通じて、エネルギー消費量をさ
らに削減する可能性を秘めた新しいテクノロジー
の評価を進めています。

インテルは、データセンターの効率に関するガイド
ライン、標準、ベスト・プラクティスの策定を目標と
するコンソーシアム、The Green Gridに参画して
います。

インテルは、コンピューターに関連する温室効
果ガス排出量を 50%削減することを目指す
Climate Saversコンピューティング・イニシアチ
ブにも取り組み、電源変換効率 80%の電源を搭
載したサーバーなど、電力効率に優れたプラク
ティスとテクノロジーの採用を推進しています。

プロセスとガバナンス
インテルのデータセンター戦略には、明確に定義
されたガバナンスと BC（ビジネス継続性）プラン
が必須です。インテルでは、コンピューティング・リ
ソースを少数の戦略的ハブに集中し、未使用の
サーバー /ストレージ容量を削減しています。こう
した統合と削減の結果、ハブの機能停止など、利
用可能な処理能力を減少させる事態への対策が
さらに重要になります。

幸いなことに、この戦略では、拠点数の削減、厳
密に定義されたサービスマッピング、迅速かつ効
率的なプロビジョニングが可能となり、効果的な
BCプランの策定も簡単になります。

設計ワークロードにグリッド・コンピューティング
を導入した場合のビジネス継続性のメリットは、
すでに明らかです。ある拠点で機能停止が発生し
た場合は、別の拠点に需要を振り向けることで、
その状況に迅速に対処できます。過去、小規模
データセンターと大規模データセンターで予定外
の停電が発生した際には、ハブ地区内でジョブの
再ルーティングと優先度の再指定を行い、停電の
影響を最小限に抑えることができました。

インテルでは、データセンター環境を半導体工場
と同じように運用することを目指しています。明確
な予測によって供給を管理し、需要シグナルをト
リガーとするジャストインタイムのテクノロジー購
入を可能にすることが目標です。

これらの需要シグナルは、トラッキング・データや
企業の長期計画情報など、さまざまなソースか
らもたらされます。購入のタイミングは、主に使
用率のデータに基づいて決定されます。適切な
予算を決めるために、プロジェクトの要件が分析
され、プロジェクトのタイプおよび複雑性などが
考慮されます。

IT 部門では、これらのプロセスを可能な限り自
動化していきます。一貫性のあるポリシーベー
スの手法で、検出、プロビジョニング、モニタリン
グ、修復を実行する管理ツールが、そのための
基礎になります。

階層型サービスレベル
従来、インテルでは、エンタープライズ・アプリケー
ションの高可用性の確保を目指してきました。そ
の結果、エンタープライズ・アプリケーションのほ
とんどが、すべて同じ高レベルのサービスによっ
てサポートされています。高いサービスレベルの
維持にはハードウェアとサポートのコストが必要
となるため、こうしたシステムの保有コストは必
然的に高くなります。

IT部門では、アプリケーション所有者および事業
部と協力して、サービスレベルの範囲についての
公式な定義を作成しました。そして、こうした定義
に基づいて、それぞれのサービスレベルで IT 部
門が提供しなければならない個別の要件や機能
を判断します。

アプリケーションごとに差別化されたサービスレ
ベルを提供することで、効率性は向上し、ハード
ウェアコストとサポートコストを削減できます。ま
た将来的には、ビジネス要件の変化に応じて、ア
プリケーションのサービスレベルも簡単に変更で
きるようになる予定です。
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結  果
データセンターの変革戦略は現在も進化を続けていますが、グリッド・コンピュー
ティングやエンタープライズ・サーバーの統合と仮想化などの領域では、すでに大き
な前進が見られます。

設計のための   
グリッド・コンピューティング
インテルのグローバルグリッドは大きな成果を上
げています。2006年以来、サーバー使用率は
11%向上しました。2007年には 3000万米ドル
以上のコストを削減でき、2008年には約 7700

万米ドルのコストを削減できる見込みです。

現在では全バッチジョブの約 40%がリモートで
実行されています。IT部門では、これを可能にす
るためのツールを開発しました。ツールには、複
数のデータセンターに分散したサーバープール
にジョブを割り当てるスケジューラーや、100台
のサーバーへのオペレーティング・システムの提
供を 30分で自動的に実行できるソフトウェアが
含まれます。

使用率の向上とともに、多くのプロジェクトでス
ループット時間が短縮されました。これにより、設計
グループは、プロジェクトの主要な期限日の厳守、
さらにはその前倒しをすることが可能になります。

エンタープライズ・サーバーの 
統合と仮想化
IT 部門では、クアッドコア インテル® Xeon®プロ
セッサー・ベースのサーバーにエンタープライ
ズ・コンピューティング・ワークロードを統合する
作業を開始しました。この統合により、サーバー
台数は約 1800台減少しましたが、全体的なコ
ア数は増加しています。

また、仮想化の主要な運用目標についての検証
も行いました。この作業では、1台の物理マシン
上に11の仮想マシンをホスティングし、2台の物
理マシン間でワークロードを移行して予防的メン
テナンスを実行しました。
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データセンターの統合
データセンターの統合計画を完成する際に、資産
とアプリケーションの一覧を作成し、インテルの
環境全体の最適化と管理に役立てます。データ
センターが統合されると、一部のユーザーはデー
タセンターからの距離が遠くなるため、各アプリ
ケーションに対するWANレイテンシーの影響度
を評価し、必要に応じてその緩和策を講じます。

データセンターのビジネス価値や閉鎖のしやす
さなど、さまざまな要因に基づいてデータセン
ター閉鎖の優先順位を決定します。また、データ
センターをラボスペースとして再利用できる機会
を追求することで、建築コストや賃借コストの削
減に努めます。

グリッド・コンピューティング
データセンターの使用率を現在の 66%から
80%に向上させることを目指し、さらに数千万米
ドルのコスト削減を達成します。また、設計バッ
チ・コンピューティングを3カ所のデータセンター
に集約する予定です。

この過程で、再プロビジョニング機能の一部をス
ケジューラーに統合し、需要に基づくサーバーの
再プロビジョニング機能を合理化します。ワーク
ロードの要件に合わせてハブのサーバープール
の構成を調整できれば、需要の変化にさらに迅
速に対応できます。

バッチ機能の SLAの調整も始めています。特定
のサービスレベルを単一の数値で表すのではな
く、最小限のサービスレベルから期待されるサー
ビスレベルまでの、合意のなされた範囲を定義
します。こうした調整により、使用率トレンドの浮
き沈みがさらに平準化され、平均使用率の向上
につながります。

サーバー
新しいマルチコア インテル® Xeon®プロセッサー
へのワークロードの統合を進めながら、アプリ
ケーションとサーバー性能の特性評価を行い、さ
らに広範囲にわたる統合のための土台を構築し
ます。標準化されたリファレンス・プラットフォーム
上で、新しいワークロードを検証します。仮想化
サーバーのサポート機能を向上させるために、物
理サーバー上での仮想マシンの導入・移行を追
跡するツール /プロセスを組み込みます。例えば、
仮想インスタンスから物理的位置へのリアルタイ
ムのマッピングを維持し、複雑性の管理と物理的
サーバー障害の発生時の迅速な回復に役立てる
予定です。

ストレージの最適化
ILMプランの策定に取り組みながら、すべての
コンピューティング領域に横断的に共有されるス
トレージサービスを導入する予定です。共有サー
ビスの導入により、ストレージ容量に対するサ
ポートスタッフの比率が高まり、実質的にサポート
機能が向上することが期待されます。

コストの透明性
カスタマイズされたソリューションから共有型の標
準サービスへの移行が進むにつれて、インテル IT

部門は、社内のビジネスパートナーにコンピュー
ティング環境のパフォーマンスとコストについて、
より詳しい情報を提供できるようになります。

次のステップ
次の 12カ月間、インテル IT 部門は各主要領域において次に示す変革を進める予
定です。
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まとめ
データセンターの統合と全体的な合理化は、インテルのデータセンター環境に大き
な変革をもたらします。特に、データセンターの統合、グリッド・コンピューティング、
サーバーの仮想化、ストレージの最適化などの領域では、効率化による大きなコス
ト削減が期待できます。

データセンターの統合と全体的な合理化は、
インテルのデータセンター環境に大きな変革をも
たらします。特に、データセンターの統合、グリッ
ド・コンピューティング、サーバーの仮想化、スト
レージの最適化などの領域では、効率化による大
きなコスト削減が期待できます。

データセンターの変革により、すでにサービスの
統合が可能となっています。2007年には、デー
タセンター数は 13%、設置面積は 4%削減され
ました。長期的には、必要なデータセンターの面
積を合計 46万平方フィート（4.1万 m2）から約
30万平方フィート（2.7万m2）へと35%削減す
る予定です。

また、グリッド・コンピューティングやサーバー統
合などの領域でも、すでにメリットが生じ始めてい
ます。

仮想化とグリッド・コンピューティングの採用によ
り、物理的、地理的、組織的な障壁を超えてサー
バーを共有できるようになりました。その結果、消
費電力の削減と使用率の向上が実現し、2007

年には 3000万米ドル以上のコスト削減につな
がっています。

2006年以来、サーバー使用率は 11%向上しま
した。2008年には約 7700万米ドルのコストを
削減できる見込みです。

計画の最初のフェーズでコスト削減を達成し、
効率的なインフラストラクチャーを構築した後に
は、ほかの領域にも対象を広げていきます。最終
的な目標は、半導体工場と同じようにデータセン
ターを運用し、工場に劣らない高度な効率性、
規模の経済性、ビジネス要件への応答性を実現
することです。

コストの透明性はサービスレベルの向上にも結
びつきます。IT部門は、アプリケーション所有者
にサービスリストを提示できます。さらに、それが
妥当なら、チャージバック・モデルに移行すること
も可能です。

アプリケーションと   
ワークフローの特性評価
データセンターの統合計画には、エンタープライ
ズ・アプリケーション環境について明文化された
形での理解が不可欠です。インテル IT部門は、シ

ステムレベルとネットワーク・レベルでアプリケー
ションの動作を分析するツールを持っています。
また、アプリケーションの動作を完全に理解し、記
録するためのプロセスも開発しています。

個々のアプリケーションのプロファイリングが完
了したら、次のステップとして、全体的なワークフ
ローの特性評価を行います。目標は、すべてのア
プリケーションとその依存関係について十分に
理解し、他のデータセンターにアプリケーション
を移行した際にワークフローに及ぶ影響を正確
に認識することです。
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